
平
成
二
五
年
度
　
群
馬
大
学
教
育
学
部
　
国
語
専
攻
　
推
薦
人
試
問
題

次
の
文
章
は
、
『
論
語
』
に
つ
い
て
解
説
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
読
ん
で
、
後
の
問
に
答
え
な
さ
い
。

(
都
合
に
よ
り
、
本
文
を
一
部
改
変
、
省
略
し
た
。
)

A

　

子

曰

、

不

憤

不

啓

。

不

●

不

発

。

挙

一

隅

不

以

三

隅

反

(

*

1

)

、

則

不

復

也

。

子
曰
は
く
、
憤
せ
ず
ん
ば
啓
せ
ず
。
●
(
ひ
)
せ
ず
ん
ば
発
せ
ず
。
一
隅
を
挙
げ
て
三
隅
を
以
て
反
(
か
へ
)
ら
ざ

れ
ば
、
則
ち
復
(
ま
)
た
せ
ざ
る
な
り
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
〔
述
而
第
七
〕

*
1
　
物
事
の
一
つ
の
隅
を
示
し
て
も
、
残
り
の
三
つ
の
隅
に
は
反
応
し
な
い

孔
子
の
基
本
的
な
教
育
方
針
を
述
べ
た
も
の
。
｢
憤
｣
と
は
心
が
疑
問
で
ふ
く
れ
あ
が
る
こ
と
、
｢
●
｣

は
言
い
た
い
こ
と
が
口
ま
で
出
か
か
っ
て
い
る
の
に
、
う
ま
く
表
現
で
き
な
い
こ
と
を
い
う
。
最
後
の
｢
一

隅
を
挙
げ
て
三
隅
を
以
て
反
ら
ざ
れ
ば
…
…
｣
は
、
弟
子
が
対
象
に
つ
い
て
ま
だ
充
分
に
理
解
で
き
ず
、

習
熟
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
し
、
そ
ん
な
場
合
は
時
期
尚
早
だ
と
判
断
し
て
、
繰
り
返
し
教
え
な
い
と
い

う
意
味
で
あ
る
。

B
　
子
曰
、
不
曰
如
之
何
(
*
2
)
、
如
之
何
者
、
吾
末
如
之
何
也
巳
矣
。

子
曰
は
く
、
之
(
こ
れ
)
を
如
何
(
い
か
ん
)
、
之
を
如
何
と
曰
は
ざ
る
者
は
、
吾
之
を
如
何
と
も
す
る
末
(
な
)
き
の
み
。

〔
衛
霊
公
第
十
五
〕

*
2
　
ど
う
し
た
ら
よ
い
か

前

条

と

同

様

、

孔

子

が

弟

子

自

身

の

問

題

意

識

や

知

へ

の

欲

求

を

最

重

視

し

た

こ

と

を

、

よ

り

明

確

に

述

べ

た

言

葉

で

あ

る

。

｢

如

何

｣

と

い

う

語

に

焦

点

を

あ

て

、

｢

如

何

、

如

何

｣

と

言

わ

な

い

者

に

対

し

て

は
、
自
分
は
｢
如
何
と
も
す
る
末
き
の
み
｣
と
す
る
表
現
に
は
、
ユ
ー
モ
ラ
ス
な
機
知
の
閃
(
ひ
ら
め
)
き
が
あ
り
、

孔
子
の
言
語
感
覚
の
鋭
さ
が
う
か
が
え
る
。

(
井
波
律
子
『
論
語
入
門
』
)

問

　

あ

な

た

は

、

こ

こ

で

述

べ

る

孔

子

の

教

育

観

を

ど

の

よ

う

に

考

え

ま

す

か

。

A

・

B

各

条

の

解

釈

を

踏

ま

え

、

<

評

価

す

る

点

>

<

評

価

し

な

い

点

>

の

両

面

か

ら

述

べ

な

さ

い

。

字

数

は

四

〇

〇

字

以

内

と

す
る
。


